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茶お よ び にが りが 膵 リパ ー ゼ 活性 に 及 ぼ す影響

The　Effects　of 　Various　Teas　and 　Bittems　on 　the　Pancreatic　Lipase　Activity

榮　昭博 ， 関崎　悦子

要 　約

　茶の 抗肥 満効果 を検討す る た め ，鶏膵臓か ら粗酵素を調製 し，こ れ を用 い て リパ ーゼ 活性に 及 ぼ す茶 の 影響 を

調 べ た．そ の 結果，次 の こ とが わ か っ た ．

1，緑茶，ジ ャ ス ミ ン 茶 は 顕著に リパ ーゼ活性 を阻害した （p＜0．001）．

2．ウ
ー

ロ ン 茶は リパ ーゼ 活性 を 阻害 し た （pく0．Ol）．

3．プ ア
ー

ル 茶は リパ ーゼ活性を高め た （186％）．

4．緑茶よるリパ ーゼ 活性低下 に は濃度依存性が認め られ た．

5．緑茶 よる リパ
ーゼ 活性低下 は シ ョ 糖，で ん ぷ ん の添加 で は影響 を受け なか っ た が

， 卵ア ル ブ ミ ン の添加 に よ り

リパ ーゼ 活性低下が抑制 され た ，また
，

カ ゼ イ ン の 添加で は リ パ ーゼ 活性 が 逆 に 増加 し た ．

6．に が りは顕著 に リパ ーゼ活性を阻害 し （p＜0．001 ），そ の リパ ーゼ 活性低下 に は濃度依存性が 認め られた．

キーワ
ー

ド　リパ ーゼ ，活性 阻害 ， 茶 ，
に が り，抗肥満

は じめ に

　ヒ トの 死 を招 く動脈硬化症 や 心筋梗塞等 の 疾患を促

進 させ る の が，肥満，糖尿病，高血圧 ， 高脂血症 等の

生活習慣病で あ る ．糖尿病，高血圧 ，高脂血症は発生

頻度の高い 疾患 で あるが，こ れ らは偶然重な っ て 発症

する の で はな く，そ の 一E流 に 共通 の 基盤 を もっ て 集積

する独立 した病態がある．こ の 病態は 「メ タ ボ リ ッ ク

シ ン ドロ
ー

ム 」 と呼ば れ て い る 1／．日本 内科学会の 診

断基準に よると，ウエ ス ト周囲が男性で 85cm 以上，女

性で 90cm以 上，か つ
， 糖尿病 ， 高血 圧 ， 高脂血症の

どれか 2つ 以上 の 診断がある場合を 「メ タ ボ リ ッ ク シ

ン ドロ
ー

ム 」 として い る．こ の 「メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド

ロ ーム 」 は ，そ の 根底 に 肥満が 存在する が，そ の 肥満

の 程度 とは必 ず しも相関 しな い よ うで ある，軽度の 肥

満 で あ っ て も，腹腔 内脂肪 が 蓄積す る 「内臓型肥満」

は 「メ タボ リ ッ ク シ ン ドロ ーム」の危険因了
・
とな りう

る
11．肥 満の 発症予 防 は摂取 エ ネル ギ ーの 過剰 を抑 え

る こ と と，適切に運動をする こ とで ある．摂取エ ネ ル

ギ
ー

の 制限 には ， 今 まで
， 食欲 の コ ン トロ ール が重要

で あ る と考えら れ て きた ．また，肥満はそ の セ ル フ コ

ン トロ ー
ル の 欠如が主な原 囚と考えられ て い た．しか

しな が ら
， 最近の研究に よると肥満はそ の 入の セ ル フ

7
・
／ k ロ ＿ JT／ rハ ノパ 加 凶書1白「月で

・
け か （　 ず？ 1 ろ 　　含 敏 言周v　　　v　　　　I　　　一　　　　　　　’　T　　「　’　／　、ハH 　厂ド　　’刈　、　H 　　　s　　lVt　　い　　　　、　　，　　　　w　　　v　　　’　　，　　　　’　s　w　 　r’　；

節ホ ル モ ン （レ プチ ン ，グ レ リ ン ，イ ン ス リ ン ）
コ・　1・　4・1

や ア デ ィ ポ サ イ トカ イ ン 岡 等の 生化学的因子に よ る代

謝調節機構が複雑に絡み 合 っ た病態 で あ る こ と が わ か

っ て きた ，そ こ で ，食欲 の コ ン トロ ー
ル に依存 しな

い
， 抗肥 満行動 （ダ イエ ッ ト方法 ）を検索 して み る

と，欧米で は オ ル リ ス タ ッ トの ような消化酵 素阻害剤

（リパ ーゼ活性を3〔｝％ 阻害す る抗肥満治療薬）
T／

に よ

る脂肪の吸収阻害などが行われ て い て，そ の 有効性が

提唱さ れ て い る．最近の 我が国で の 研 究
S・　”1iで は食品中

の 特定の 成分，例 えば蟹甲羅な ど の キチ ン
・キ トサ ン

や鮭の 頭部か ら調製 した コ ン ドロ イ チ ン 硫酸等が 膵リ

パ ーゼ活性 を阻害 して 肥満予防に有効で あろ うこ とが

示 され て い る．また，茶 の サポ ニ ン
1°：

やウ
ーロ ン 茶中

の ポ リ フ ェ ノ
ー

ル
111

が脂肪 の 乳化や消化を阻害する こ

とも示唆され て い る．また，著者らは ア ン トシ ア ニ ン

系色素を含む食品 の 水抽出物が膵リ パ ーゼ活性を阻害

する こ とを明 らか に し，こ れ らの 食品 の 摂取は抗肥満

に
一

定の 効果が ある こ と を報告 し た
11：．

　本研究で は，日常，飲用 され て い る緑茶に抗肥満効

果が期待で きる か を明 らか に す る た め
， 先ず ， 茶抽出
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物に つ い て ，鶏膵臓か ら抽出 された粗酵素液 に含まれ

る リパ ーゼ の 活性阻害の 有無 を調 べ た．次 い で，茶の

リ パ ーゼ活性の 阻害に糖，蛋 自質の 混在が どの ように

影響する か に つ い て も調 べ た．また，ダイエ ッ トに効

果があ る と され て い る 「に が り」に つ い て もその リパ

ー
ゼ活性に 及 ぼす影響を検討 した．

材料 お よ び方法

1　 酵素液の 調製

　 鶏の 膵臓お よ び十二指腸2gを少量 の 石英砂 ととも に

乳鉢で す りつ ぶ し， リ ン 酸緩衝 液 （pH72 ）を加え よ

く撹拌 し，ホ モ ジェ ネイ トを得た ．こ れを遠心管 に 移

し遠心 分離 （3000rpmlO 分 間）し ， 得 られた ト澄 み液

をさら に 遠心 分離 （12，000 × g20分 間） し，脂質画分

と沈殿物を除 い た 上 澄み 液を粗 酵素液 とした．なお ，

粗酵素液 中の 蛋 白質の 濃度 を Lowry 法
13・

で 測定 した ．

そ の結果，粗酵素液中の 蛋 白質濃度は 3，8mg！ml で あ っ

た の で ，実験1．の リパ ーゼ 活性測 定で は こ の 粗酵素

液 を リ ン 酸緩衝液で 希釈 して 蛋 自質濃 度 lmg！ml ，実

験2〜4．で は蛋白質濃度2mg ！ml と し ， それぞれ リパ
ー

ゼ活性測定に用 い た．

H　試料 の 調製

　茶 ：市販 の 静岡県産煎茶5g を純水495ml と共 に 100℃

下で 10分間置い た，こ れ を東洋 濾紙No5A に て 濾過 し，

濾過液 を茶抽出物と した ．ま た
，

ウ ーロ ン 茶 （中国福

建省産），ジ ャ ス ミ ン茶 （中国福建省産），プ ア
ー

ル 茶

（中国雲 南省産）5gに つ い て 同様に 操作 して 抽出液を

得た．

に が り ：兵庫県赤穂
．
市産の 「天然 にが り」赤穂 化成

（株）を群馬県内小売店 で 購入 した ．主 な成分 ：マ グ

不 シ ウ ム 95mg ！ml ，ナ トリウ ム 3，3mg！ml

添加 物 ： シ ョ 糖 （国産化学 （株）），可 溶性 で ん ぷ ん

（国産化学 （株）），卵 ア ル ブ ．ミ ン （国産化 学 （株）），

カ ゼ イ ン （国産 化学 （株））各 々 2g を リ ン 酸緩衝液

（pH7 ，2）98m1に溶か し
， 可溶性で ん ぷ ん と カ ゼ イン に

つ い て は さ らに 100℃ 下 の 水浴 上 に 10分 間置 い て真性

溶液 と し，そ れ ぞ れ 2％ 溶液を調製 した ，

m　　リ パ ーゼ 活性

　 リパ
ー

ゼ活性 の 測定は ア ル カ リ滴定法 7・12 
を改 良 し

て行 っ た．

  実験操作

実験 1．各種の茶拙出液が リパ ーゼ 活性 に及 ぼす影響

　試験 管A
，

A 「
，
　 B

，
　 B「に水3ml

， 粗酵素液 1mlをそれ

ぞれ加えた．試験管A ’，B ’を 100℃ の 水浴上 で 5分 間加

熱 し，リ パ ーゼ活性を不 活性化さ せ た．次 い で ，試験
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管A ，A 層
に は水lml，　 B ，　 B ’に は 茶抽出液 lml加 え，す

べ て の試験管にそれぞれ基 質 （30％ オ リ
ー

ブ油）2ml

を加え良 く混和 し
，

40℃ で 60分 間イ ン キ ュ ベ ートし

た，イ ン キ ュ ベ ー
ト後，直 ちに，氷冷する と同時に エ

タ ノール 5m1 を 加 えた ．こ れを，三角 フ ラ ス コ に移し，

試験管内をさ ら にエ タ ノ ー
ル 5m 正で 洗 浄 しこ れ らす べ

て を 三 角 フ ラ ス コ に移 し，1％ フ ェ ノ
ー

ル フ タ レ イ

ン ／エ タ ノー
ル を指示薬 と し0．05M 水 酸化 ナ トリ ウ ム

水溶液で 中和滴定 した ．A お よびA’の 滴定量 の 差 を α ，

B お よびB ’の 滴定量 の 差を βと し，次式に よ り茶抽出

液を加えた場合 の リパ ーゼ 活性 阻害率 とした．

　　阻害率一 （1一β／ α ）× 100 （％ ）

　な お，各抽出液の 濃度は ，緑茶 8．9mg！ml ，ウ
ー

ロ ン

茶7．8mg ／ml ，
ジ ャ ス ミ ン 茶 8．3mg ／rn1 ，プ ア

ー
ル 茶

8．Omg！ml で あ っ た．

実験2．異な る緑茶濃度 が リパ ーゼ 活性 に及ぼす影響

　茶抽出物の 濃度が O．5，L2 ，4，8mgfmlとした茶抽

出液に つ い て実験1と 同様に行 っ た．

実験3．添加物に よるリパ ーゼ活性 阻害率 に 及ぼす影響

　 試験管A
，

A ’
，　 B ，　 Bt，　 C，　 C

’
それぞ れ に 水3m 】を採

り，
さ ら に

， 酵素液1皿 1を そ れ ぞ れ加えた．試験管A’，

B ’

，C ’

を 100℃ の水浴 トで 5分 間加熱 し，リパ
ーゼ 活性

を不活性化 さ せ た ．試験管A ，A ’
に は 水 1mlと リ ン 酸

緩衝液1ml を，試験管B ，　 B ’に は 茶拙出液 1mlお よび リ

ン 酸緩衝液1m1を ， 試験 管C ，　 C「には茶抽出液lmlお よ

び添加物1mlを加えた ．以 ドに つ い て は実験 1の 操作に

準 じ た．また C とC’の 滴定値 の 差 を γ とし，各添加物

を加えた場合の 阻害率 を次に 示 した．

　　添加物存在下 の 駅害率二 （1一γ 1α ） × 100 （％ ）

　な お
， 緑茶抽出液濃度 は 4mg ！ml に調製 した もの を

使用 し た，

実験4．異な る 「に が り」 の 濃度 が リパ ーゼ 活性 に及

ぼ す影響

　に が りの 原 液 （Mg ：9．5mg！ml ）を水で 希釈 して ，

4．8，2．4，1．2，0．6mg ！ml マ グ ネシ ウ ム 相 当濃度 の 液 を

調製し，上記実験1．の 操作 を茶 の 代 わ りに 「に が り」

を用 い て 実施 した ．

1V　統計処理

　t
一
検定に て行 っ た ．

結　果

　表1に は緑茶，ジ ャ ス ．ミ ン 茶，ウ ー
ロ ン 茶お よび プ

ア ール 茶の抽出液を加えた場合 の リパ ーゼ 活性を示 し

た．茶 の 抽出液 を含 まない コ ン トロ ー
ル と比較 して ，

緑茶，ジ ャ ス ミ ン 茶 を加えた 場合 ， リパ ーゼ活性は著
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Table　1．Effect　of　various 　tea　extract　on　the　lipase　activity

Extract
ControlGreen

　tea

Jasmine　tea

Oolong　tea
Pu−erh 　tea

Li　 ase 　activit

O．52　　± 　0．04　＃

O．02　　± 　0．Ol　＊ ＊＊

0．03　 ± 　0．01 ＊＊＊

0．13　　：ヒ　0．06　
＊ ＊

0．59　　± 　0．05

＃Values　are 　means ± standard 　error ．
＊＊Significantly　different　fbom　control （p〈0．01）．
＊＊＊Significantly　different　from　control （P＜0．001）．

Tab 「e　2，　E行ect　of　various 　green 　tea　concentration 　extract 　on 　the

　　 　 lipase　activity

Extract（m ／ml ）

0
万

。0
の

ゆ

の

　

01248

Li　 ase 　activit

O．82　　：t　O．04　＃

0．82 　 ± 　0．03
0．74　　±　0．05
0．63　　± 　0．18
0．20　　±　　0．04　＊＊ ＊

O．21　　±　0．03　＊＊ ＊

＃Values 　are 　means 　±　standard 　error ．
＊＊＊Significantly　different丘om 　Omg／ml （p〈0．0〔｝1＞．

Table　3．　Effect　of　various 　additive　on 　the　Iipase　actlvity

　 　 　 　 Extract
ControlGreen

　tea
Green　tea ＋ Sucrose
Green　tea ＋ Starch
Green　tea ＋ Ova 　albumin

Green　tea ＋ Casein

Li　 ase 　 activity

0．770
．440
．460
．510
．701
．43

± 0．02 ＃　 c

± 0．04 ＊＊ a

± 　0．02 ＊＊＊ a

± 　0．03 ＊＊ 巳

± 0．04　 　 b

± 　0．05　＊＊＊ d

＃Values　are　means ± standard 　error ．
＊＊＊Significantly　different　from　contro1 （p＜0．001）．
＊＊Significantly　different　fbom　control （p〈0．01）．
＊Significantly　different　from　control （P＜0．05＞．
aNon −

significantly 　different丘 om 　Green 　tea （p＞G，05＞．
bo 齟　・e 　 亠1．．」：皿．一一．亠且．一一一n ．一一一亠一＿／＿／AA 匚、

bi呂llillCatlし1y　 u 川 eren し ⊥【U 田 U 且U じ 艮【しeaup ＼）・）U ノ・
°
Signi垣cantly 　different丘 om 　Green 　tea （p＜0．01＞．

dSignHicantly
　different貸om 　Green　tea （p 〈α 001）．

Table　4，　Effect　of　various 　bittern　concentration 　extract 　on 　the

　 　 　 i｝pase　activity

Bittern　concentration Li　ase 　activit

00
．61
．22A4

．89
．5

0．800
．800
．700
．200
．130
．03

± 0．03 ＃

± 0．02
± 0．02
± 　　0．02　＊＊＊

± 0．01 ＊ ＊＊

± O．Ol ＊ ＊＊

＃Values 　 are 　means ± stand εLrd 　error ．
＊＊＊Significantly　different丘om 　Omg／ml （pく0．001）．

しく減少 し （P ＜ O．OOI），さ ら に，ウーロ ン茶を加えた

場合 も減少 し た （p＜O．OD ．一
方 ，

プ ア ール茶 を加 え

た 場合，リパ ーゼ活性は わずか に増加 し たが有意な増

加 で はなか っ た．図 1に は 各茶抽出液を加えた場合の

リパ ーゼ活性 の 阻害率 を示 し た．緑茶，ジ ャ ス ミ ン

茶 ， ウ
ーロ ン 茶を加えた 場合 ， リパ ーゼ 活性は 阻害 さ

れ ，その 阻害率は緑茶，ジ ャ ス ミ ン 茶で は90％ 以上 で

あ っ た ．

　表2 に は 異な る濃度 の 緑茶抽出液を加え た 場合 の リ

パ ーゼ 活性 を示 した ，加えた 緑茶濃度が 高ま る に従

Pre 　 tea

一Oolon8　tea

asmine 　tea

Green　te 貧

コ

一・20Za　　　　O％　　　　　2e？E　　　　40％　　　　60 ％　　　　8G％　　　　100％　　　120％

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Rate　of　inh［bition
Fig．1　The　inhibitory　efiect　of　various 　tea−extracts　Qn　the　pancreatic
　 　 liDaSe　aCtiVltV　in　VitrO

Ova　alubumln ＋Green　tea

Starch＋Green　tea

Sucro＄ e 十Grean　tea

　 　 　 　 　 　 　 　 Green　tea

　 　 　 　 　 　 　 　 ＿一一＿一＿d−＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
−tOO％　　　　　　　　

−50％　　　　　　　　　0％　　　　　　　　　50％　　　　　　　　　100％

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Rate　of 　inhibition

Fig．2The 　inhibitory　effect　ot　various 　additlves 　on 　the　pancreatic
　 　 lipase　activity　ln　vitro

い ，リ パ ーゼ活性は漸次減少 し，4お よび 8ml！mg の 緑

茶濃度で は 有意な減少が 示された （p＜0．001）．

　表3に は緑茶 （4mg ！ml ） を加えた場合 の リパ ーゼ 活

1「汁 レ　 玄岳 某 　iAvanlml 、　1
，

｛ t）i　i．e ぐ ．コ来醇 　 Pt・／．　 t
’

蓋　 　觚
i−L 一，　

厂図 、爪 　　LLttll5flllL ／　
VL 一 

　
ノ題一〆

　
−

　 ltm，　　
L 　fv − 4i），　 ワ」7

ア ル ブ ミ ン
，

カ ゼ イ ン （い ずれ も2％濃度）を添 加 し

た場合の リ パ ーゼ活性 を示 した．リパ
ーゼ 活性 は茶 の

抽出液を含まない コ ン トロ ール と比較 して ，緑茶の み

を加えた場合，最 も減少 し （p＜〔〕．Ol），次 い で ，緑 茶

と シ ョ 糖 （p＜O．ooD ，緑茶とで ん ぷ ん （p＜ O．Ol）を 添

加 した場合の 順 で リパ
ーゼ 活性 の 減 少が示 され た．ま

た，緑茶 と卵ア ル ブ ミ ン の 添加で は わ ずか な減少 が 示

され た （p＜0．05）．こ れ ら に対 して ，緑 茶 と カ ゼ イ ン

の 添加 した場合で は コ ン トロ
ー

ル に比較 して リパ ーゼ

活性は増加 し た （pく0．01）．

　 また，緑茶の みを加えた場合 の リパ ーゼ 活性 と
， さ

ら に各添加物 を加 えた場合 で 比較す る と，茶 の み の 場

合と シ ョ 糖 または で ん ぷ んを添加 した場 合と で は パ ー

ゼ 活性に有意な差が認め られず，卵 ア ル ブ ミ ン と カ ゼ

イン を添加 した場合 で は緑茶 の み の 場合 と比較 して有

意 に 高 い 値が 示 され た （p＜0 ．001 ）．図 2 に は 緑 茶

（4mg！ml ）の み を加 えた場合 の リパ ーゼ 活性 と
， 緑茶

（4mg！1nl）に さらに シ ョ 糖，で ん ぷ ん ， 卵 ア ル ブ ミ ン
，

カ ゼ イ ン （各2％ 溶 液）を添加 した 場 合の リパ ーゼ 活

性の 阻害率を示 した．緑 茶 の み ， 緑茶 と シ ョ 糖 ， 緑茶
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と で ん ぷ ん 間 で は著 しい 差 は認 め られ なか っ た．一

方 ，緑茶の み と，緑茶 と卵ア ル ブ ミ ン を添加 した場合

を比較する と，リパ
ーゼ活性の 阻害率は ア ル ブ ミ ン 添

加 に よっ て 顕著 に減少 した．また，カゼイ ン の添加で

は 負の 阻害率 （
− 86％）が示 された．

　表4には，種 々 の 濃度 の に が りを加 えた場合の リパ

ーゼ活性 を示 した．に が りの 濃度が高まる に したが っ

て ，リ パ ーゼ 活性は減少 した （pく0．001）．

考　察

　著者 らは前報
L1）

で い くつ か の 食品 の 抽出液が リパ
ー

ゼ活性 を阻害する こ と を見い だ し，それ らの 食品の 適

正 な摂取 は 肥満防止 に
一
定 の 効果が期待で きる こ とを

示 した．ま た，野円 らは多くの 食品に お い て リパ
ーゼ

活性 の 阻害物 を調査 し，茶類 に強 い リパ ーゼ 阻害作用

が ある こ とを報告 した
14’．本報告で は，日常に 飲 用さ

れ て い る茶 の 抗肥 満効 果 に つ い て 検 討す る ため ，緑

茶 ， ジ ャ ス ミン 茶 ，ウ
ーロ ン 茶お よびプ ア

ー
ル 茶に つ

い て リパ ーゼ活性 の 阻害作用 を調 べ た （表 1お よび図

1）．その 結果，緑茶 と ジャ ス ミ ン 茶に強 い リパ
ーゼ 阻

害作用 が 認 め られ，ウ ー
ロ ン 茶に も

一
定 の 阻害作用が

認 め られ た．茶 の 製造 方法 は茶 の 種類 に よ っ て 異な

り， 緑茶 は発 酵させ ず に製造 され，ジ ャ ス ミ ン 茶も基

本的には 発酵 させ な い 茶 を原 料 と して い る．しか し，

ウ
ーロ ン 茶 は

一
定の 発酵を行い 製造 され て い る．それ

故，こ の KH害作用 の 程度 の 違 い は茶 の 発酵の 程度が 関

係 して い る 口∫能性 が考 えられる．一
方，プ ア

ー
ル茶

は，リパ ーゼ 阻害作用 は 認 め られず ，む しろ リパ ーゼ

活性 を促進 させ る傾向 を示 した．こ れは，プア
ー

ル 茶

の 製法 が 釜 い り，揉捻，乾燥後，黒麹 菌で 発酵 させ る

もの で ，麹菌 由来 の リパ ーゼ が茶の 中 に存在する こ と

に 山来 して い る と考えられ る ．

　また ，緑茶抽出液の 濃度 を増加 させ るとリパ ーゼ活

性が低 ドした こ とか ら，緑茶の リパ ーゼ 阻害作用に は

濃度依存性が認 め られ た （表2）．

　通常 の 食行動 で は，茶 の み を飲用 す る こ とは少 な

く，食事や間食時 に他 の 食物 と伴 に摂取 す る こ とが 多

い ，そ こ で ，本実験 で は，糖 ，蛋自質と同時に茶を摂

取す る こ と を想 定して ，シ ョ 糖，で ん ぷ ん，卵ア ル ブ

ミ ン ，カ ゼ イ ン を共存させ た条件で リパ
ーゼ 阻害作用

を検討 した 俵 3，図 2）．そ の 結果，シ ョ 糖 と で ん ぷ

ん の 存在は リパ ーゼ 阻害作用 に影響 を及 ぼさなか っ た

が ， 卵 ア ル ブ ミ ン は阻害作用 を相殺 させ ，カゼ イ ン は

逆に リパ ーゼ活性 を促進 させ た．従 っ て，抗肥満効果

を期待 した茶 の 飲用 で は，で ん ぷ んや砂糖を同時に摂
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る こ とは 問題 な い と考え ら れ る が
， 蛋 白質 ， 特 に 牛

乳 ・乳製品の 同時摂取は茶の有 して い る リパ ーゼ 阻害

作用 をマ ス クする ロ∫能性が考えられ ， 茶 の 有して い る

抗肥満効果を減 じる 可能性が懸念 され る ．また ，本実

験で用 い た粗酵素に は カ ゼ イ ン を分解す る プ ロ テ ア
ー

ゼ活性が認め られ て い て （未発表）， 従 っ て ，カ ゼ イ

ン添加で は粗酵素中に夾雑 して い る プロ テ ア
ーゼ に よ

りカ ゼ イ ン が
一

部消化 さ れ て い る 可 能性 もあ る ．ま

た，乳 11iに含まれ る蛋白質の消化過程で 生 じた ペ プチ

ドが 他の 栄養素の 消化吸 収に影響を ラえ る こ と が あ

り，例えば，カ ゼ イ ンの 分解物の ペ プチ ドで ある CPP

が腸管で の カ ル シ ウ ム の 消化吸収を促進させ る こ と が

知られ て い る
IT
’1
．それ故，本実験で観 ら れ た リパ ーゼ

活性促進作用は カ ゼ イ ン そ の もの の 作用だ けで な く，

カ ゼ イ ン の 消化物に よ る 可能性 も考え られ る．

　近年，「に が りダ イ エ ッ ト」が 注 目 さ れ
， 多くの

「にが り」が ダ イ エ ッ トに用 い ら れ て い る よ うで あ る．

そ の効果の根拠に は ，北川 らに よ る報告が あ り
L51

，そ

れ に よ る と 「に が り」の 主成分 で ある 塩化マ グ ネシ ウ

ム が ラ ッ トの 膵リ パ ーゼ活性 を強く阻害する こ と，ラ

ッ ト腸管に お ける脂質吸収低下作用 に よ る こ とが示 さ

れ て い る
1．S ．本実験 の 条件

．
ドで ，に が りを用い て リパ

ーゼ 活性を検討 した結果 ， 濃度依存性を示す顕著なリ

パ
ー

ゼ 阻害作用が認め られ た （表4）．従 っ て ，に が り

の摂取は抗肥満に役立 つ 可能性が 示唆され る．しか し

な が ら
，

マ グ ネ シ ウ ム の 過剰摂取 に よ る 害作用 も知 ら

れ て い る．塩化マ グ ネシ ウ ム ・無水に お け るLDs ・は ラ

ッ ト経 凵摂取2800mg ！kg ，
マ ウ ス で 4700mg ！kg ，

マ ウ

ス 静注で 14mg／kgで ある ．ヒ トで は経口摂取 に よ る 過

剰摂取は マ グ ネシ ウ ム が 尿 中へ 速や か に排泄 され る た

め起 こ りに くい とされ て い る が ，腎臓機能障害の ある

ときに は ，傾眠傾向 ， 筋肉麻痺 ， 低血圧 な どが生 じる

こ とが 知られ て い る
IG
’1
，そ れ 故，に が りの 摂取に は

，

摂取量等，慎重 に お こ な う必変が あろ うと考える．
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The　Effects　of 　Various　Teas　and 　Bittems　on 　the　Pancreatic　Lipase　Activity

Akihiro　Sakae，　Etsuko　Sekizaki

Abstract

　 The 　effects 　of 　various 　teas 〔）n　the　lipase　activity 　were 　examined 　using 　the　crude 　enzymes 　of　chicken 　pancreas　to　clarify 　the

presence　of 　anti −obesity 　effects ．　The 　findjngs　were 　as 　follows，

　 1．Green　tea　andjasmine 　tea　inhibited　the　lipase　activity 　markedly 　（pく0．00D ．

　 2．Oolong 　tea　inbibjted　the ］ipase　activity 　（Pく0．01）．

　 3．Pu−erh 　tea　（black　tea）　increased　the　lipase　activity 　（186％）．

　 4．The 　degree　c）f　the　lowering　effect 　of 　green　tea　on 　lipase　acIivity 　depends　on 　the　concentration 　of　the　tea，

　 5，Thc 　additkm 　of 　sucrose 　and 　starch 　to　green　tea　did　n 〔）t　alter 　the　lowering　effect　of　green　tea　on 】lipase　activity．　While　the

　　 addition 　of 　ova −atbumin 　suppresscd 　thc　lowcring　effect ，　the　addition 　of 　casein 　increased　the　effect ．

　 6．Tlhe　addition 　of 　bittern　remarkably 　inhibited　the　lipase　activity （pく0，001），and 　the　degree　of　the　lowering　effect 　depended

　 　 on 　the　concentration 　of 　bittern．

Keyw 【〕rds ：Lip乱se ，　lnhibitor，　Tea，　Bit匸em ，　Anti−obesity
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